
































































であり、この意味で自我の世界に対する関係は、主体 / 主観（心、精神）の客体 / 客観（物質）に対する関係とし
て自発的な精神の能動により定立（表象）されたものである。（ここで空間に一定の容積を占める物質は、客観的
存在として心とは何の関係もない実体である。また物質とは独立して存在し、それ自身空間的ひろがりをもたない










































































































































　　　　（加島祥造『エッセンシャルタオ』、老子道徳経 第 77 章 B）（11） 
　いずれにしても、このようにして地球全体を物質と生命からなる不可分の統合体としてとらえる現代の「地球
生理学」（ガイア説）が、地球環境に生きるあるがまま





























0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
して自己の形を限定することをめざし、空間的にも自己の外に向けて展開
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（develop）していくのに対し、
0 0 0 0 0 0 0 0 0
　（２） 東洋的精神文化では、宇宙を統一し支配する原理はどのような人間の立場や理解をも超えており、言外に
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
隠れているが、その代わりに個々のものは有機的部分としてすでに全体（部分の総和以上のもの）を含蓄、
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
含意する
0 0 0 0
（implicate）― たとえば個々の細胞の身体に対する関係のように




















































































































































0 0 0 0
、細胞レベルの身体的変化などと不可分に
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（「身心一如
0 0 0 0
」）、無意識領域に精神的な変化が生じている可能














































0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
（自我意識）ではなく、本来の自己
0 0 0 0 0
（Self）を中心とす
0 0 0 0 0
る無意識
0 0 0 0
に対して開かれた意識だからである。もっともこれとともに、客観的合理性を追求する近代的自我意識に
















































































0 0 0 0 0
（自
0
ア イ デ ン テ ィ テ ィ
己同一性




0 0 0 0 0
が経験した故郷の風土や家族の面影等々が記憶されていなければ成立しない






0 0 0 0 0 0 0
（自然と社会
0 0 0 0 0
）と自分の身体に依存した存在である
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
 ― 心身統合 ― ことになるし、またその
「生きられる時間






0 0 0 0 0 0 0
」と不可分
0 0 0 0



















































































間の相関関係を考慮することを通じて、全体として普遍的な哲学となるのである。」（Krisis der europaeischen 
心身統合と時空統合の問題 ――「故郷をもった知識」の基礎を哲学的に考える 17
Wissenschaften…, Husserliana Ⅵ, Hague, p.484.）（フッサールの現象学とマッハをはじめとする初期実証主義の
関係については、筆者の次の論考を参着されたい。「初期実証主義と現象学 ― 経験論的現象主義と超越論的現
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15　註 8 に引用したボームの論文を参照のこと。 今回主題的に論じなかったが、本稿の試みは彼の洞察と見解を
考慮している。
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